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指
田
氏
は
は
じ
め
に
、
政

府
に
よ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
と
首
都
直
下
地
震
の
被

害
想
定
と
し
て
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
で
は
死
者
32
万

３
０
０
０
人
、
建
物
全
壊
・

全
焼
２
３
９
万
棟
、
経
済
損

害
２
２
０
兆
円
、
ま
た
、
首

都
直
下
地
震
で
は
死
者
約
２

万
３
０
０
０
人
、
建
物
全
壊

・
全
焼
最
大
61
万
棟
、
経
済

損
害
約
95
兆
円
の
他
、
帰
宅

困
難
者
約
１
７
０
０
万
人
、

食
料
不
足
３
４
０
０
万
食
が

報
告
さ
れ
て
い
る
と
紹
介
し

た
。

　
こ
れ
ら
巨
大
地
震
に
お
け

る
課
題
と
し
て
、
被
害
想
定

に
は
電
力
不
足
、
堤
防
破
壊

に
よ
る
水
害
、
高
層
建
物
被

害
、
避
難
所
不
足
と
い
っ
た

「
過
酷
事
象
」
に
よ
る
被
害

拡
大
の
影
響
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
や
、
東
日
本

大
震
災
や
阪
神
・
淡
路
大
震

災
な
ど
今
ま
で
経
験
し
て
き

た
大
災
害
と
比
較
し
て
死
者

数
、
被
害
額
が
１
桁
、
場
合

に
よ
る
と
２
桁
異
な
る
国
難

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
東
日

本
大
震
災
以
降
の
被
災
経
験

に
よ
り
改
善
さ
れ
て
き
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
は
、
そ

の
ま
ま
対
応
で
き
る
レ
ベ
ル

で
な
い
こ
と
を
指
摘
。
「
今

ま
で
の
経
験
則
が
適
用
し
な

く
な
り
、
未
経
験
の
取
り
組

み
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
被
害
額
が
１
０
０
兆
円

に
も
上
る
と
供
給
制
約
が
出

て
く
る
が
、
政
府
が
明
確
な

経
済
復
興
シ
ナ
リ
オ
を
描
い

て
議
論
し
て
い
る
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
述

べ
た
。
ま
た
、
具
体
的
な
問

題
と
し
て
、
「
被
災
地
域
の

広
域
化
、
被
災
人
口
の
膨
大

さ
」
「
市
町

村
、
都
道
府
県

機
能
の
崩
壊
に

よ
る
被
災
者
支

援
の
難
し
さ
」
「
経
済
的
被

害
の
甚
大
さ
に
対
す
る
官
民

一
体
と
な
っ
た
経
済
復
興
の

難
し
さ
」
「
少
子
高
齢
化
に

よ
る
地
域
の
脆
弱
性
の
増

大
」
「
原
子
力
災
害
や
復
旧

復
興
期
に
風
水
害
が
重
な
る

複
合
災
害
の
懸
念
」
な
ど
を

挙
げ
た
。

　
次
に
、
首
都
直
下
地
震
発

生
時
の
政
府
、
都
道
府
県
、

市
町
村
、
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

応
の
現
状
を
説
明
し
た
上

で
、
解
決
す
べ
き
課
題
と
し

て
、
「
政
府
の
指
揮
命
令
系

統
」
「
都
道
府
県
お
よ
び
市

町
村
の
災
害
対
応
力
の
弱

さ
」
「
各
地
域
に
お
け
る
企

業
の
復
興
優
先
順
位
の
調
整

の
必
要
性
」
「
秩
序
だ
っ
た

回
復
と
独
占
禁
止
法
適
用
除

外
な
ど
有
事
の
規
制
緩
和
の

明
確
化
」
「
国
、
自
治
体
の

緊
急
対
応
計
画
・
復
興
計
画

に
お
け
る
生
命
安
全
の
過
度

の
重
視
に
よ
る
経
済
復
興
の

遅
延
」
「
都
道
府
県
、
あ
る

い
は
国
家
レ
ベ
ル
の
経
済
復

興
計
画
の
具
体
性
の
な
さ
、

経
済
界
と
の
未
調
整
」
「
子

ど
も
や
学
生
の
学
ぶ
権
利
の

確
保
」
を
指
摘
し
た
。
と
り

わ
け
政
府
の
指
揮
命
令
系
統

に
つ
い
て
は
、
国
会
閉
会
中

の
災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊

急
事
態
対
応
の
布
告
に
対
す

る
権
限
の
あ
い
ま
い
さ
や
緊

急
対
応
予
算
が
な
い
こ
と
、

国
・
各
省
庁
―
都
道
府
県
―

市
町
村
連
携
と
い
っ
た
行
政

の
縦
割
り
な
ど
に
懸
念
を
示

し
た
。

　
永
松
氏
は
、
２
０
１
１
年

と
19
年
に
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
約

40
人
を
対
象
に
実
施
し
た
首

都
直
下
地
震
発
生
後
の
日
本

経
済
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
調
査
結
果
や
、
そ
こ
か

ら
得
ら
れ
た
考
察
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
お
け
る
問
題
点

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

問
題
意
識
と
し
て
、
巨
大
災

害
に
よ
る
経
済
的
影
響
は
被

害
額
推
計
だ
け
で
は
十
分
に

把
握
で
き
ず
、
シ
ナ
リ
オ
の

想
定
と
、
そ
れ
に
よ
る
対
策

の
検
討
が
必
要
だ
と
し
、
経

済
予
測
を
専
門
と
す
る
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
を
対
象
と
し
た
エ

キ
ス
パ
ー
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
上
で
、
個
々
の

イ
ベ
ン
ト
の
発
生
蓋
然
性
に

つ
い
て
の
評
価
を
聞
き
、
蓋

然
性
が
高
い
と
評
価
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合
わ
せ
て

シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
た
と
述

べ
た
。

　
11
年
11
月
に
実
施
し
た
調

査
で
は
、
12
年
３
月
に
首
都

直
下
地
震
が
発
生
す
る
と
仮

定
し
、
そ
の
地
震
が
日
本
経

済
に
及
ぼ
す
影
響
を
企
業
立

地
、
実
体
経
済
、
時
価
、
金

融
市
場
な
ど
の
観
点
か
ら
回

答
し
て
も
ら
っ
た
。
永
松
氏

は
、
回
答
傾
向
に
つ
い
て
の

分
析
を
紹
介
し
た
上
で
、
災

害
発
生
か
ら
集
積
喪
失
・
生

産
低
下
、
大
規
模
な
財
政
出

動
、
日
本
の
ソ
ブ
リ
ン
リ
ス

ク
の
顕
在
化
へ
と
波
及
し
、

国
内
金
融
機
関
破
綻
と
世
界

金
融
危
機
に
至
る
最
悪
シ
ナ

リ
オ
を
示
し
た
。

　
一
方
、
テ
レ
ビ
番
組
の
一

企
画
と
し
て
19
年
９
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
行
っ
た
調
査

で
は
、
19
年
12
月
に
首
都
直

下
地
震
が
発
生
す
る
と
仮
定

し
た
他
、
デ
ル
フ
ァ
イ
法
に

よ
っ
て
２
回
調
査
を
繰
り
返

し
、
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
併
用
す
る
と
い
っ
た
変

更
を
加
え
た
。

　
永
松
氏
は
、

地
震
発
生
に
伴

う
現
象
の
回
答

傾
向
と
し
て
、
「
企
業
の
本

社
機
能
・
製
造
業
の
製
造
拠

点
は
地
方
に
移
転
」
「
人
口

は
減
少
し
、
時
価
は
下
落
」

「
製
造
拠
点
、
外
資
系
事
務

所
は
海
外
へ
出
て
い
く
」

「
企
業
倒
産
は
増
大
、
生
産

性
は
上
昇
・
下
落
の
い
ず
れ

も
あ
り
得
る
」
「
外
国
人
は

去
っ
て
い
く
」
「
経
常
収
支

は
悪
化
、
国
債
価
格
は
下
落

傾
向
」
な
ど
を
紹
介
し
た
上

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
と
り
わ

け
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
回
答
を
し

た
４
人
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に

行
っ
た
グ
ル
ー
ピ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
つ
い
て
説
明
。
共
通

し
た
見
方
と
し
て
、
①
復
興

財
源
調
達
の
た
め
の
国
債
発

行
は
リ
ス
ク
要
因
だ
が
、
そ

れ
で
た
だ
ち
に
長
期
金
利
上

昇
の
シ
ナ
リ
オ
は
考
え
に
く

い
②
日
本
銀
行
の
信
任
が
失

わ
れ
て
円
安
に
な
る
シ
ナ
リ

オ
の
現
実
味
が
出
て
き
た
③

輸
入
価
格
の
上
昇
、
国
内
物

価
の
上
昇
、
復
興
資
材
の
調

達
価
格
の
上
昇
が
起
き
る
④

労
働
力
不
足
が
復
興
の
制
約

に
な
る
⑤
外
国
人
は
海
外
に

脱
出
し
、
外
国
か
ら
日
本
へ

の
進
出
は
な
い
⑥
震
災
後
の

東
京
は
住
宅
が
決
定
的
に
不

足
す
る
―
と
い
っ
た
点
を
挙

げ
、
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
に

基
づ
い
て
円
安
加
速
に
よ
る

破
綻
シ
ナ
リ
オ
を
紹
介
し

た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

つ
い
て
は
、
固
有
に
起
こ
り

得
る
深
刻
な
問
題
と
し
て
、

「
港
湾
の
被
災
」
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
」
「
復
興
資
源
の

極
度
の
不
足
」
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。
最
後

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
導
き

出
し
た
結
論
と
し
て
、
「
首

都
直
下
地
震
に
よ
っ
て
日
本

経
済
が
た
だ
ち
に
破
綻
す
る

と
は
考
え
に
く
い
が
、
潜
在

的
に
日
本
経
済
は
物
価
上

昇
、
金
利
上
昇
、
円
安
の
シ

ナ
リ
オ
に
向
か
う
リ
ス
ク
を

抱
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
最

悪
の
シ
ナ
リ
オ
は
何
ら
か
の

拍
子
に
顕
在
化
す
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
両
氏
の
講
演
後
に
は
視
聴

者
と
の
間
で
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。
こ
こ
数
十
年
間
で

の
国
の
災
害
対
応
能
力
に
つ

い
て
問
わ
れ
た
指
田
氏
は
、

「
『
大
規
模
災
害
は
必
ず
起

き
る
』
と
い
う
危
機
意
識
の

面
で
は
格
段
に
進
歩
し
て
お

り
、
計
画
ベ
ー
ス
で
は
あ
る

が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
つ
い
て

は
進
ん
で
い
る
。
た
だ
残
念

な
こ
と
に
、
政
府
や
官
僚
の

中
に
防
災
に
詳
し
い
専
門
家

が
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
大

震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
た
災

害
対
応
の
組
み
立
て
が
で
き

て
お
ら
ず
、
全
体
を
描
く
能

力
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
」
と
回
答
し
た
。
永

松
氏
も
、
政
府
内
に
災
害
対

応
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
置
く

こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
た

上
で
、
そ
れ
を
妨
げ
て
い
る

要
因
と
し
て
、
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
で
は
内
閣
官

房
、
自
然
災
害
で
は
防
災
担

当
、
家
畜
伝
染
病
な
ど
で
は

農
林
水
産
省
と
い
っ
た
具
合

に
、
日
本
で
は
中
心
に
な
っ

て
災
害
の
対
応
を
す
る
官
庁

が
ハ
ザ
ー
ド
ご
と
に
異
な
っ

て
お
り
、
経
験
値
が
政
府
内

に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

う
し
た
縦
割
り
を
今
後
ど
う

す
る
か
が
大
き
な
課
題
だ
と

考
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

「
大
規
模
地
震
災
害
リ
ス
ク
」テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

専
門
家
が
国
レ
ベ
ル
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
解
説

　
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
７
月
７
日
、
10
周
年
記
念
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
の
一

環
と
し
て
、
「
日
本
の
大
規
模
地
震
災
害
リ
ス
ク
と
国
レ
ベ
ル
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
講
演
を
開
催
し
た
。
東
京
海
上
デ
ィ
ー
ア
ー
ル
の
主
幹
研
究
員
で
立
教
大
学
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研

究
科
の
客
員
教
授
を
務
め
る
指
田
朝
久
氏
と
、
関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
教
授
で
国
立
研
究
開
発
法
人
防
災

科
学
技
術
研
究
所
・
災
害
過
程
研
究
部
門
長
を
併
任
す
る
永
松
伸
吾
氏
が
、
首
都
圏
や
日
本
の
地
震
災
害
リ

ス
ク
と
事
業
継
続
に
つ
い
て
国
レ
ベ
ル
の
対
応
の
現
状
と
課
題
を
解
説
し
た
。
当
日
は
金
融
・
保
険
業
界
を

中
心
に
多
く
の
企
業
経
営
者
や
専
門
家
が
視
聴
し
、
講
演
後
に
は
両
氏
と
画
面
越
し
に
活
発
な
議
論
を
交
わ

し
た
。

被
災
後
の
経
済
復
興
が
大
き
な
課
題
に

指田氏

永松氏

ジャパン・リスク・フォーラム


